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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
酸化的改質触媒に必要な３大触媒機能要素（活性、炭素燃焼、析出抑制）に対応する元素群を設定し、

HTS/コンビナトリアルツールを最大限に駆使し触媒開発を進めている。これにより貴金属系を超える

ニッケル触媒を見出したことは評価できる。また、触媒主元素に要求される基礎物性を触媒反応とから

めた in situ 解析で明らかにし、この要請を満足する材料を選定することで新しい触媒の開発に結び付

けている。さらには、従来のキレート法を改良し、高活性な担持 Co 触媒の開発に成功し、このものの

触媒形成過程を精密に、また in situ 法も合わせて検討し、明らかになった高分散 Co 種の生成過程を

元に更なる高活性触媒の開発に道筋をつけたことも評価できる。 
 以上のように着実な研究成果進展は見られるが、本研究の中心課題のひとつである HTS と in situ
の統合的方法論については、より深い研究実施が望まれる。 
 
 
【平成２２年度 検証結果】 
研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 

 高活性触媒開発がこれからも発展し、この研究分野の更なる飛躍を期待する。 
 


